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セカンドステージ大学「現代史の中の自分史」第１回講義レジュメ

講義日：２００８年４月１７日

第２版：２００８年５月１５日

何のための自分史か／誰もが社会の中で生きてきた
1. 何のための自分史か、

(1) ファーストステージを見つめなおす為。

(2) 自分史は、Making of myself のストーリーである

2. 自分史の出来上がりイメージ

(1) 代表的な自分史：日経新聞の「私の履歴書」がベスト

1 どのくらいのボリュームか
初期の頃に比べて、最近のものは量が多くなっている。初期は１０回程度、最近は３０回を越える人もいる。

2 単行本化されたものの、いくつかの目次が提示される。

1. 五島慶太（Ｓ３１年４月掲載）　全部で１０回

2. 松下幸之助（Ｓ31、Ｓ51年の２回に分けて掲載）　１回目８回、２回目１３回、全部で２１回）

3. 本田宗一郎（Ｓ37年掲載）、１２回

(2) この授業での自分史作り
1 授業１回で新聞１回分を書いていくイメージでやれば、１０回以上書けるので、それなりの自分史が出来上がることになります。

2 毎回火曜日までに書いたものを提出してください

3. 現代史の中の自分史：現代史と連携させて自分の年表を作る

(1) 自分の過去のことを思い出すために、年表等出版物を使う

1 年表等の出版物を使って、その時々の社会の出来事を思い出す中で、自分自身の出来事やエピソードを思い出すことが出来る。社会の出来事に自分がどのような考えや感情を持ったかということも、自分のことを思い出すひとつの方法である。

2 いくつかの出版物の実物を示しながら、その解説がある

3 日本史年表･地図〔吉川弘文館〕：中学高校の社会科の参考資料として皆使った経験がある資料。毎年改版されている。カテゴリー別に起こったことが整理されている

4 ２０世紀全記録（Chronik 1900-1986）:一日単位で起きた出来事が記録されている。主要な事件の新聞記事が載っている。分厚い一冊本。

5 ２０世紀世界年表： 

6 テレビ博物誌：出来事、代表的テレビ番組、流行語等が年代毎に整理されている

7 テレビ番組の４０年

8 その他にも多くの年表類がある。授業アシスタントの中田さんが調べてくれた一覧表ではリストだけで２ページ以上ある。このうち１０数冊の現物が提示されたが、一冊が大型･厚手なので、教壇の上からあふれるぐらいになる。

9 映像が語る２０世紀の歴史。ＤＶＤ版で、全部で２０数巻。米国大統領１～２名で一巻を構成している。〔日本の首相とは違い、米国大統領の１期は長い〕。
ちなみに日本の総理大臣を記憶思い出しのトリガーにすることも出来る。

10 写真を使って歴史をまとめたもの

11 号外を使って歴史をまとめたもの、などもある

(2) 自分の年表を作る。年表を作るときの視点。

1 自分が生まれたときから、今時点までの期間で、自分の年表を作る

2 自分の記憶を呼び戻す為に、先ず年表類を見るのが良い。

3 歴史は４次元（３次元空間+時間）というが、自分史の年表はこのような４次元ではなく、別の視点での４次元〔多次元〕でまとめる

4 人は人間関係の海の中で生きている。この人間関係が時間とともに変わる。人間関係という視点〔次元〕がひとつある。人間関係の最初は親、更には先祖代々の人である。Making of myself において、先祖代々の人の影響をどの様に受けて来たかと言うところも自分史に入ってくる。

5 Making of myselfの自分と言うとき、勿論自分の身体という視点もあるが、より大事なのは、自分の内面〔Mind：　心、精神〕がどのようにに形成されてきたかと言うことが重要である。マインドは、知･情･意とも言い表せる。自分史はマインドを語ることが重要である。

6 情は五感を通して刺激されて心の中に起こる。目で見てきたことの大きな思い出、印象に残る音など、・・・・

7 知では、本との出合い、どんな本を読んできたか、なども重要である。

8 空間移動の歴史も１つの次元。どこに住んでいたか、それは自分にどのような影響を与えてきたか。

9 以上、自分の歴史を整理してみるのに多様な軸〔次元〕がある。軸別に分類した、自分の歴史年表を作ってください。

(3) 自分の写真を使う

1 自分の写真を見ることで、色々なことが思い出される。

2 写真はその頃の社会の状況を写しこんでいる

3 自分の写真を使って、手短に自分のことを語ってみる。

4 皆さんの子供のころは写真を撮ること自体少なかったと思いますので、残っている写真の枚数は少ないと思いますが、ぜひそれを探し出してください。

5 自分史の中に写真をはめ込むことで、訴える力が大変と増します。写真一枚が多くのことを語ってくれます。

(4) 重要なエピソードの洗い出しから自分史作り

1 自分の歴史〔思い出〕の中に核になるものがある。自分にとって重要なエピソード。エピソードを洗い出していく。この授業が終わるまでに、エピソードをいくつか重ねて、そして全体を統合すると自分史になる。

2 自分史は、自分の航海記ともいえる。航海は船出から始まる。自分史は生まれ･育ちから始まる。最初の一回目として、生まれから、小学校卒業あたりまでの自分史を書いてみて提出してください。

3 書こうとして、書けなければ、語ってみるのも１つの方法です。ちなみに日経新聞の私の履歴書は本人が書いたものは少なくて、多くの場合は、本人が語って、日経の記者がそれを文章にして、最後に本人がチェックして出来上がるというようになっています。

4. 参考図書の紹介

(1) 二十歳（はたち）のころ　立花ゼミ『調べて書く』共同製作　１　及び　２
立花隆／著　東京大学教養学部立花隆ゼミ／著
(2) 思索紀行
立花先生の本。一部が紹介される。
まさに立花先生の自分史の一部。

5. これから授業を書いていくための為の準備

(1) この授業では毎回自分史を書いていく、自分史を書く為のデータを集めて紙の上に残していくことも当然出てくる。これら作業の用紙はＡ4サイズに統一しておくと便利。

(2) 作ったものはクリアーファイルに差し込んで整理していくと良い。薄めのものを用意すること。

以上

